
原稿確認のために海外パビリオンを訪ね歩き、汗だくになった真夏。8月の
コモンズで、今日で38回目と教えてくれたおじいさん。「イタリア人たちと一
緒にライブで歌う」という夢が叶ったMATSURIアリーナ。大きな組織でな
く個人の力が集結して育つものがあると実感した半年間。そして海外パビリ
オンでみんなが感じた胸の高鳴りや好奇心が、日常に戻っても波のように
ずっと続くといいな。分断が深まる日々の中で今、そう強く感じている。
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「夜のパビリオン」プログラムは以下の協賛企業の皆さまの後押しで実現しています
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最終号

万博世代に繋がる元「EXPOST」編集人 竹田徹

開幕1カ月前の朝、大屋根リングの内側に初めて入った時に見た
光景はわすれたくない。茶や白、灰色を基調としたパビリオンた
ちが木造の大屋根に囲まれ、会場全体が落ち着いた雰囲気なの
に驚いた。その日は乳白色の曇り空で、人もほとんどいなかった
ため、余計そう感じたのかもしれない。1970年大阪万博と比べ
「色」がないといわれていたが、持続可能性が求められる今の時
代らしい世界が広がっていた。万博の成功を確信した瞬間だった。

万博世代の海外担当 宮外真理子

「万博には何かしら関われたらいいな。どうせ何か直前の仕事あるでしょ」
と思っていた2025年3月。demo!expoで一緒に何かやらない？というお
誘いを受け、気づけば週に2日は万博、迎賓館も招待されて、パビリオン
も全制覇。万博世代にも全ての巻に関わることができて、自分の仕事の
可能性が広がった半年間。今後はもっと大阪を盛り上げていく軸と万博
と関わり続ける軸とで動きたい。2025大阪・関西万博、本当にありがとう。

万博世代の印刷所 紀之定正一

1970年の大阪万博に刺激された（万博おじさん）を中心に、2022年
4月に万博を勝手に応援する大阪・関西万博応援マガジン
「EXPOST」を制作発行する。まずは「万博って何？」、「EXPO70は
どうだった？」などの記事を書くために万博マニアの方々と友達にな
り、楽しい面白い話をし、次に2025年の万博関係者やパビリオン出
展社のインタビューを行い、非常に面白かったです。子ども達にも
万博面白かったな～、また行きたいな～と思えてもらえば嬉しいです。

万博世代の編集長 山根シボル

誘致活動が心配で大阪府庁の万博誘致推進室に直談判に行った帰
りに大阪府庁ライスを食べたこと、「ロゴを使わないなら自由にでき
るよ」と言われそのとおりにしたこと、肯定派も否定派の意見も聞い
たこと、求められなくても「でもやるしかない」と思ってdemo!expo
を立ち上げたこと、どんな仕事でも真剣に万博の成功とは何かを考
えてきたこと、会場装飾では誰かの「わすれられない瞬間」をつくる
ことを想像し続けたこと。たぶん全員、新しい万博世代になれたこと。

万博世代のデザイナー 桶川真由子

このフリーペーパーのデザインをきっかけに関わった万博。はじめ
て取材で訪れた日は、21時ギリギリまでコモンズを見て周りました。
当時まだ「ヨヤクナシ」で入れたインドネシア館の美しい展示の数々
に目を輝かせた日が、つい昨日のように思えます。この冊子が目に
留まり、興味を持って今回の大阪・関西万博へ訪れた人が一人でも
いたら嬉しいです。本当に終わってしまうのが寂しいですが、私のた
くさんの好奇心を引き出してくれた万博、ありがとう！またね。

万博世代の編集人 笹貫淳子

この半年で一番書いた文字が「万博」。仕事を通して色々な角
度から万博に関わった貴重な経験。さらに二拠点で暮らしてい
る高知県の田舎町の友達夫妻が、ポルトガルレストラン部門を
運営、もう一人の友達は「Better Co-Being」スタッフだったり
と、思わぬ場所で万博仲間がいたのも嬉しかった。未知なる体
験やワクワクのシャワーを浴び続けた半年。少し涼しくなった
夕暮れに大屋根リングを眺めながら飲むビールも格別だった。

万博世代の編集・ライター 小島知世

これで、フリーペーパーとしては最終号ですが
私たちはこれからも“2025年の万博世代”。
わすれたくないことだけ大切にして、
万博後の世界に踏み出しましょう。

（
お
ぼ
え
て
ろ
よ
…
）
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毎月、この時代を生きる人々を「万博世代」と名づけ、活動やそこへか
ける情熱を届ける「万博世代interview」。いよいよ最終号の今回は、
大阪・関西万博の夢洲会場やEXPO酒場などで、万博の思い出をイン
タビュー。あなたのわすれられない、万博の思い出はなんですか？

interview
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ンドネシア館のスタッ
フと仲良くなったこと。

「イ ン ス タ に 写 真 載 せ て い
い？」と尋 ね たら、私の 英 語
が悪かったのか（笑）「インス
タ教えて！」と聞こえ たよう
で、アカウントを交換。今で
は日本のお菓子やインドネシ
アの織物など、お土産交換を
する仲に！ 彼 女 が 来年大 阪
に来る際や、私がバリに行く
際の遊ぶ約束もしています！

（Sovva ／女性）

イ
ull²やクウェート館、ポルトガル館、大阪ヘルスケ
アパビリオン、タイ館などに行ってきたよ。一番

印象に残っているのは、やっぱり大屋根リングかな。日
本には6年前にハネムーンで来たことがあって、今回は
エキスポのために来日したんだ。建築や文化、ご飯や飲
みものもいろいろあって楽しいよね。フローズン酒が美
味しかった！ このあとはビールを飲みに行くよ。
（Alessandro Madero／38歳／男性／メキシコ出身）

n

日や学校が休みの日を狙って、関東から通い続けた
万博。今日で38回目。5月31日の花火はわすれられ

ません。初めて万博の花火を見れた記念すべき日なんです
が、ちょうどウォータープラザの水上ショーと重なって、奇
跡的な光景に。その後
はショーが同じタイミン
グ に行 われることは な
かったので、二度と見る
ことが できない大 切な
思い出になりました。

（ペンギン）

休

子 がド イツ に 駐
在していることも

あって、ドイツ館に行っ
てみたいなと。閉幕間近
のためドイツ館の予約が
取れなかったのですが、
行ってみると、シニア優
先レーンですっと入ること
ができました。マスコットキャラクターのサーキュラーちゃん
がかわいかったし、一緒に来たお友達とドイツビールで乾杯も
できました。広島から来てよかったです。（せっちゃん）

息

が多すぎてパビリオンに
はどこにも入れなかった

よ！ でもイタリア館のキャラク
ター・イタリアちゃんのグッズ
が 買えてよかった。カワイイ!! 
これが一番の思い出だね。

（ALESSANDRO TRAPLETTI ／

イタリア出身）

人

オと夜の虹のパレード」がとても
好きです。前の方だと風の状 況

によっては水しぶきもかかるのですが、
中央の前の方で見た時は迫力がありまし
た。いい席を確保するためには2時間前
には並ばないといけないですが。海 外
パビリオンの中には香りの演出もあり、
万博を通して感じた「におい」はわすれ
たくないなと思いました。（暇人3人組）

「ア

会った人や自然とのつながり、そしてnull²
です。私にとって2025年の大阪・関西万博は、

“根拠の無い自信”と“体験を楽しむレンズ”により、
つながりの波紋全てが煌めいておりとても贅沢な時
間でした。null²を通じて感じたことをひとことで纏
めれば−「AIが霊性を継承するから、ホモ・サピエ
ンスは即今しようぜ！」です。門松は 冥土の旅の 一
里塚 めでたくもありめでたくもなし（翳月院 家隆）

出

博仲間が初めてできた日。 5月上旬
のまだまだ万博に興味を持った人が

少ない中、 初対面の人たちで集まって、オ
マーンのコーヒーをみんなで飲みながらお互
いの自己紹介したり推しパビリオンを語っ
ていました。 この集まり以 来、ほぼ毎 週夢
洲でこの時のメンバーの誰かと遊んでます。 
中東圏ではコーヒーは心を通わせるコミュ
ニケーションツールとのことですが、それを
実現した思い出のコーヒーです。（kenjiji）

万

すれたくないことは「夢」です。 私自身、夢
洲がまだ更地の頃から携わってきました。

ボランティアとして、スタッフとして、そして参加者
としてさまざまな経験を積むことができました。 万
博では毎日がイベント尽くしで、まさに夢のような毎
日。万博外でもExpo酒場や万博世代等新たなつ
ながりも生まれました。 万博に来てくれた子どもた
ちがいつか大きな夢を咲かせますように願っていま
す。 次は横浜園芸博で会いましょう！（Shion.K）
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ull²で前例のないエラーに遭遇したこと。
ダイアログモード中にモノリスが停止し

て体感で5分ほど同じ映 像が表示され続けた。
スタッフの人も初めて遭遇したエラーだったらし
く、とても貴重な体験ができた。とても珍しい
体験だったので、思い出の写真をキーホルダー
に加工して持ち歩いています！（うーちゃん）

n

iscordサーバー内の待ち時間投稿をスプ
レッドシートに自動反映するプログラム

を個人的に作成し、それをかっきーさんがウェ
ブサイトで公開したら、1日のアクセスが20万人
を超えるホームページ「万博GO」になったこと。
自分用につくったものが想定以上に多くの人の
役に立ったことにびっくりした。（もんえな）

D

東に住んでいて、最初はあまり関心がな
かった万博。今ではすっかりハマってい

ます。今日で7回目ですが、夏にたまたま遭遇
したサウジアラビアのDJイベントが一番楽し
か った！ アラビ ア 音 階 で つくられ た ポップ
ミュージックでみんなが踊っていて、なんだか
不思議な空間でした。（Sachiko ／ 30代／女性）

関

友館で子ど
もと一緒に

植林体験ができた
ことが、一番いい思
い出でした！ 1970年
に植えられた木が
今の万博に使われ
ていて、今 回 私 た
ちが植えた木が未来のイベントに使われる、とても素
敵なストーリーの一部になれることが光栄です。

（LINDA LOSTENARO、BRUONO PAPAOS、DIEGO／イタリア出身）

住

日で7回目の万博。みん
なが描いたカラフルなク

ラゲが飛んでいて、いろんな国
の音楽 が 聴こえるクラゲ館が、
いちばん楽しかったです。閉幕
までに、もう一度行きたいな。

（おおすがはな／ 6歳／女性）

今

小 学3年生の頃に行った大阪万博で体験した感動を求
めて、愛・地球博や国際花と緑の博覧会、神戸ポー

トアイランド博覧会、上海やセルビアで行われた万博にも
行きました。大阪・関西万博は、もちろん家族全員の通期
パスを購入。今日で来場43回目です。自分が一番興味が

あるものは建 築で、パ
ビリオンも良いけれど、
わ す れ ら れ な い の は
やっぱり大屋根リング。
高さも存 在 感も、今回
はこれが優勝！ 一番思
い出に残る建築です。

（Akinin ／ 63歳／男性）

ーストラリア館の没入 感が素晴らしかっ
た。熱帯雨林や海など自然をとてもよく

表現していたと思う。万博に来るのは2010年の
上海に続いて2回目だけど、日本が好きだから大
阪・関西万博はとても良かったよ。ただ、予約は
難しかったね。２ヶ月前から頑張ったけど取れな
くて残念だった。（Stefan Hiebl ／ドイツ出身）

オ

回 通う中 で、パビリ
オンのスタッフと仲

の良い関係を築けたことが、
一番の思い出になりました。
中には、ナショナルデーへ招
待してくれた国も！ 招待して
もらったトリニダード・トバ
ゴのナショナルデーには万博
好きの仲間を誘って参加し
ました。スティールパンの世
界的奏者が 演奏し、観 客 み
んなノリノリで踊るステージ
はめちゃくちゃ楽しかったで
す。恥ずかしがらずコミュニ
ケーションをとることが大事
だと改めて感じる万博でした。

（だい／ 34歳／男性）

45

学旅 行で万博に来ました！ 
ずっと楽しみにしていまし

た。オランダ館とクラゲ館に行けて
嬉しかったです。オランダ 館はプ
ラネタリウムのような演出がすごく
きれいでした。ちょうどオランダの
アーティストが タイル を 使ってつ
くった、仁王の作品も見れました！

（島根県横田中学校 2年1組）

修

番思い出深いのは「盆踊りギネス世界記録™」
に参加したこと。同時に踊った人数と国籍

数の最多を目指す挑戦ですが、事前練習会にも参
加していたので踊り終わった時の達成感は素晴らし
いものでした。そして何
よりいろんな国籍の人 が
集まって一緒に踊り、同じ
喜びを味わえたことがよ
かったです。戦争をしてい
る国 同士 でも、ここでは
一緒に踊ることができる。
そして一 緒に笑 顔になれ
る。本当に感慨深い体験
でした。（コボ／ 46歳）

一

一番行きたい国はペ
ルー。そ の 情 報 収

集も兼ねてペルーのパビリ
オンには絶対に行きたい！
と思っていました。ペルー
ではアルパカを食べる習慣
が あるということを 知っ
て、興 味 があったんです。
パビリオンでは、コーヒー豆のプレゼントが！ アルパカだけで
なく、アマゾンの美しい様子なども知り、ますます興味が湧
きました。来年は現地へ行きます！（ちる）

今

イガーデンのナショナルデーの舞
台に上がったこと。セントクリス

トファーネイビスのナショナルデーの時
に、英語で言われている状況があまりわ
からないまま手を上げたら舞台に呼ばれ
て、ダンスのレクチャーを受けてステージ
で踊ったんです。ステージから見た客席
の景色がわすれられません。（ひよこ）

レ

こ の万博でしか出逢えなかった人達との思い出と、
あの空間でしか体験することができない時間

を、私はわすれたくないと思います。 今回の万博がきっ
かけで、本当にたくさんの人と出会い、素敵な時間を

過ごせました。 186日の万博
期間、閉幕はまだまだ先だ
と思っていましたが、本当に
あっという間 で。 人 生 で万
博 を経 験 で きた からこそ、
次のサウジアラビアの万博
への興味にもつながりまし
た。 あの最 高にhappyな 空
間をつくってくださった、万
博 に 関 わる全 ての方々に、
感謝いたします。（か_co）

友 人に誘われて、岡山から来ま
した。せっかくなので、二 人

とも洋服を赤と青でコーディネート
して。ポーランドのナショナルデー
だったので、パレードを見ることがで
き、いい思い出になりました。私は
ピアノをやっているので、ショパンの
生まれ故 郷である、ポーランドに興
味があるんです。（TOKO ／ 70代）

万 博を巨大なお祭りと捉え、思い切って演劇で着た王
子様の衣装で参加しました。その派手な格好が功

を奏し、パビリオンのスタッフや多くの来場者から好評を
得て、新たな交流が次々と生まれたのです。サウジのDJ、
ポーランドのコスプレ、WASSEの展示会等、誰もが主役と
なり、イベントを共に盛り上げ、創造していく経験は、私に
とってかけがえのない最高の思い出となりました。これこ
そが未来社会のデザインだと確信しています。（プリンス）



オープンソースのようにみんなで一緒につくっていくということを
コンセプトに掲げてきました。参加と共創を促すプラットフォー
ムとしてのデザインということを、一番大切にしています。SNS
を通してナレッジやプロセスも共有し続けてきたのも、その意図
から。発信し続けた結果、万博開幕の数ヶ月前に、こみゃくとい
う名前で二次創作が始まり、それが広がり、たくさんの花が咲い
ていった。その光景は言葉にできないくらい、もう涙が出そうな
ほど人生の中で感動的なことでした。

改めて、丸3つでキャラクターのデザインができるというのは、
すごいですよね。子どもも描きやすい。

小さいものを組み立てることで何かができあがってくるという、
レゴのようなイメージもありました。コアグラフィックスと呼んで
いるのですが、部分としても全体としても成立するようなデザイ
ンシステムにしようと思ったんです。そういう考え方や手法は他
でもあると思いますが、最小単位に切り出していったとき、今回
のように一つひとつに命が宿り空間に生態系が立ち上がるとい
う構造はこれまでなかったんじゃないか、と思っています。

個と個で
つながっていくことが大事。
今回の万博はまさにそれが
当てはまったと思います。

引地：

引地：

引地：

引地：

引地：

引地：

引地：

花岡：

花岡：

花岡：

花岡：

花岡：

花岡：

大阪・関西万博で、さまざまなアーティストと共に繰り広げられた、
にぎわい創出プロジェクト『OPEN DESIGN 2025 「EXPO WORLDs』。
その過程を大解剖する「大阪・関西万博デザイン展」が大阪府立江
之子島文化芸術創造センターに、やってきました！大勢のお客さんを
前に突然行ったトークイベント「万博世代 最終号 公開インタビュー」
で語られた、仕掛け人の二人の本音をお届けします。

引地耕太 Hik ich i  Kout a

EXPO 2025 Design System クリエイティブディレクター・アートディレクター。ク
リエイティブカンパニー「1→10」のクリエイティブディレクター・アートディレクター
を務め、大阪・関西万博デザインシステムの開発を担当する。2025年独立。現在、
Co-Innovation Farm「VISIONs」、Co-Futures Platform「COMMONs」代表。

今回のデザインシステムは、
どのような視点で取り組んできましたか？

本当にたくさんあって……でも、インタラクティブなやりとりに
よって物語が生まれるという構造自体が、一番の忘れられない
思い出です。確かに0から1へのコアの部分をつくったのは僕た
ちですが、みんなで一緒に1を10にしていったという感覚をすご
く感じています。

こみゃくにまつわる、忘れられなかったことといえば？

僕は、変わった髪型で口も悪いので勘違いされるかもしれない
ですが、僕がやりたいことをやっているわけではなく、引地さん
のようなクリエイターがのびのびできるように支えるのが仕事。
そのために交渉もするし、お金も出すし。環境を整えることで、
アイデアが形になるのであればやったらええやんっていうことで、
頑張ってきました。

花岡さんは、今回プロデューサーとして
さまざまな動きをされてきました。

花岡さんは結構、口癖のように「困り事ありますか？」って言って
ますよね。

ほんまですか？

万博協会さんにもよく言っていたイメージ。

無意識かも。でもそれは、組織としての困り事でなく個人として
の困り事を聞いている感じです。

日本人って、個と個で話すと、意外とみんな心を開きますよね。

そうそう。組織として聞いてしまうと、決定事項しか見えてこない。
でも個人として対話することで、物事が明らかになってくると思っ
ています。

個と個でつながっていくことが大事。今回の万博はまさにそれが
当てはまったと思いますね。

大阪だからそれができたというのもありますね。万博協会さんも
企業さんも、地元に対して何かしら思いを持っている人が多い。
今回改めて、大阪は本音が結構受け入れられる環境だと感じま
した。地元愛だったり万博愛だったり、多くの人が「愛」を共通
言語として持っているから実現したことがあると思う。普通、僕
らのような小さな会社が「やりたい」と言ったからといって、国家
事業には関われないです。

それには改めて、どんな視点が必要ですか？

引地：

引地：

引地：

花岡：

花岡：

藤本さんの発信があったからこそ、自分も続けられたというのは
あります。万博に対する逆風が吹き荒れて、それまでポジティ
ブに捉えられていたデザインシステムもネガティブな空気に巻き
込まれていって、正直ちょっと続けるのは無理かもしれないと考
えた時期もありました。このままだと危ないな……と。でも逆風
の渦中にいた藤本さんが、あれだけ誠実に心を尽くして説明して
いる姿に、僕らは勇気を与えてもらった。

藤本さんのような先輩方がいるからこそ、僕らの世代も頑張れ
る。僕らが頑張ることで、次の世代へも、それがつながっていく。
こういう連鎖はすごく大事だと思っていて、僕は結構意識してい
ます。あと、世代の壁や業界の壁というのも、どんどん壊してい
こうと思っていました。

壊すね～。

ほんまに無駄なんで。個と個でつながれば、そういう壁も関係な
くなりますよね。

そうですね。分断をどうつなげていくかというのは、僕もデザイ
ンシステムのコンセプトに取り入れていて。人間同士の分断もそ
うだし、植物や生物、そしてテクノロジーの不調和みたいなもの
も含め、どのように全てをつなげていくかを、大きなテーマとして
考えてきました。藤本さんも「分断をつなげる」ということに言及
していましたし、今回の万博では組織づくりや活動においても、
何かをつなげたり壁を壊していくということが、一つの考え方と
して全体にあったように感じています。

大阪・関西万博の公式ロゴマークや公式キャラクター「ミャクミャク」、デザインシス
テムをはじめ、会場装飾に使用された“こみゃく”や会場音楽を体験できる展示も。

初日にも関わらず展
覧会には1000人以
上の 来場 があり、
トークショーも熱気
があった。

藤本壮介さんをはじめとした、
個人の発信があったことも大きかったように思います。

EXPO DESIGN TALK #01「OPEN DESIGN TALK」
万博世代 最終号 公開インタビュー

info

EVEN
T

大阪・関西万博デザイン展
期間

開館時間

2025年10月1日（水）～10月19日（日） ※最終日は15時まで

11：00～ 20：00 ※入場は閉館30分前まで

休館日

月曜日（10月6日、10月13日）

会場

大阪府立江之子島  文化芸術創造センター（enoco） Room4

引地耕太 花 岡
オープンデザインプロジェクト「EXPO WORLDs」クリエイティブディレクター
EXPO 2025 Design System クリエイティブディレクター・アートディレクター

オープンデザインプロジェクト「EXPO WORLDs」プロデューサー
株式会社人間 代表取締役、変なプロデューサー

一般社団法人demoexpo 代表理事
大阪まちごと万博共創プラットフォーム 協働プロデューサー

H
ikichi K

outa

H
anaoka

「わすれたくない」を語る。
万博でオープンデザインを目指した二人

2025年10月1日 大阪・関西万博デザイン展 会場内イベントスペース
聞き手：山根シボル

花岡さんって口癖のように
「困り事ありますか？」って
言ってますよね。

世代の壁や業界の壁も、
どんどん壊していこうと
思っていました。



花岡 Hanaoka

一般社団法人demoexpo 代表理事。2010年に株式会社人間を
設立、2021年にチーム「demo!expo」を立ち上げ、大阪・関西
万博を勝手にプロデュース。現在、株式会社人間代表取締役、
変なプロデューサー、大阪まちごと万博共創プラットフォーム 
協働プロデューサーを務める。

花岡：

花岡：

大阪は江戸時代には大半が商人というまちで、自分たちで橋をつ
くるなど、ボトムアップで取り組むことが根付いた地。僕もそれ
を脈々と受け継ぎながら、「でもやろう」という意味を込めて
demo!expoという社団法人をつくって取り組んできました。もう、
一向一揆をやる勢いで。

いちいち言葉が強いんですよね。

クリエイティブで一揆起こそうぜ！って。10人ぐらいの小さい会
社でも、ここまでできるんだ！というのを見せていきたいという思
いがありました。でも大阪は、そういうことができる場だと思っ
ていて。今回の活動を通して、僕たちの姿や思いをつなげてい
けたらいいなと思っています。

僕は今回、行政と制度、メディアを含めた市民の中で、共通の基
盤や言語ができあがっていなかった、つまりプロトコルが揃って
いない万博だったなと。それによって難しい課題が出てきたり、
炎上したりということが起きていった。でも文句をいっててもしょ
うがないし、それをみんなでつくっていく、より個が当事者になっ
てつながっていくことが大事だと思っています。ボトムアップは
もちろん大事ですが、それだけでは草の根的な運動で止まって
しまい、大きなことができないので、コアになる部分をちゃんと
決めることが大事。そこからどう余白をもたせていくか。そして
枠組みからこぼれ落ちた文化的なものがどう花開いていくか。
それをどうデザインしていけるかが、今後の僕らの仕事になって
いくんじゃないかなと。それをこみゃくから教えてもらったよう
に思います。

花岡：

花岡：

花岡：

花岡：

花岡：

今回は宣伝に芸能人を起用しないという、実証実験にもなった
と思っています。

芸能人がアンバサダーとして出てこなかったから、ミャクミャク
やこみゃくがこんなに人気になったような。

アンバサダーが途中からどんどんいなくなるという期間があって、
どこまでいなくなるねん！っていう。

クリエイターは残っているけどアンバサダーはいなくなるっていう。

だからこそ、もっとミャクミャクやこみゃくがオープンに使えるや
り方があったら、より爆発的な何かが起きていたかもしれない。

データ自体をオープンに使えるように突き詰めていったら、より
おもしろかったかもな、とは思います。最初の頃は、デジタルを
用いて自分だけのこみゃくをつくる仕組みや、万博IDと紐づけて、
会場に行けば行くほど自分のこみゃくが成長するという仕組みを
考えたこともあって。

アプリ開発として提案しましたよね。

実現しなかったですが、結果的に人間の創造性で二次創作が生
まれ、それがデジタルにのっていく流れが生まれたのは、本当に
感動ものでした。でも実は、自分だけのこみゃくのオリジナルグッ
ズをつくるという案も出していて、それが実現していたら、コンセ
プト的にもより今回の万博らしさが出ていたと思うので、ちょっ
と悔しいです。

「おぼえてろよ」というか、「俺はおぼえてるぞ !!」ということで
すね。

ずっと思い続けて、いつかどこかで実現させたいですね。

僕は夢洲の会場だけで終わってしまったら、それこそ税金の無
駄遣いだと思って、夢洲とまちをつなげ、まちに投資できるよう
な状況にしたかったんですね。そこでサテライト会場として「ま
ちごと万博」というプロジェクトに取り組んできました。大阪府
や市、大阪商工会議所さんなどと共にやってきたわけですが、そ
れでも公式には認められなかった。世界の万博のルールなどを
決めているBIE（博覧会国際事務局）という組織があって、そこに
よるとサテライト会場は認めていない、と。どうにか会場とまち
をつなげる状況を、これからのスタンダードにしていきたい、と
思ってやってきました。パリのオリンピック、すごかったじゃない
ですか。

一緒に視察へ行ったんですよね。

あれは街の協力がないと実現できない。大阪ならそれがきっと
できるだろうと思って、EXPO酒場という集いの場をつくったり、
各地でイベントをやったりしたわけですが、公式に認められた動
きになっていれば、勝手に展示やイベントが生まれる状況にもっ
となっていたんじゃないかなと感じています。

より大きなうねりになっていたかもしれない。

花岡：

引地：

引地：

花岡：

引地：

引地：

引地：

引地：

引地：

引地：

引地：

花岡：

引地：

花岡：

引地：

花岡：

そうですね、デザインシステムを使おうと思っても、お金を出さ
ないと一般市民が使えなかったので。それは仕方がないんです
が、フリーで使えるものをもっと用意できていれば、さらに盛り
上がったんじゃないかな。

ミャクミャクの二次創作のガイドラインは出ているんだけど、こ
みゃくは実は明確に出していないんですよね。あったほうが安心
してつくれると思うんですが、今は容認されている状態。僕はそ
れをポジティブに感じているけれど、もっとクリアにしていくこと
が大事かもしれないですね。ただ、アニメの二次創作自体も基
本的にはほとんどがグレーなんです。グレーな環境のもと、みん
ながどうつくっていくかというのがあって。グレーって言葉自体
がネガティブに聞こえるかもしれないけど、グレーはある意味、
“淡い”というか、何かと何かの間のような位置。逆に新しいもの
を生む可能性もあると考えています。

余白ですよね。全部のルールは決められないから、みんなで決
めようとというグレーの部分が、結果的にデザインと言われる部
分でもあると思います。

そうそう。だから“淡い”の部分ができたことで、おもしろい結果
につながったとも思います。

ルールを決めなかったことでうまくいかなかったことも、いった
こともあるというわけですね。

二次創作のルールももっと整理されていたら、
より広がっていたかもしれません。

「おぼえてろよ」を語る。
未来に向けて二人が残せるものとは

引地耕太 花 岡
オープンデザインプロジェクト「EXPO WORLDs」クリエイティブディレクター
EXPO 2025 Design System クリエイティブディレクター・アートディレクター

オープンデザインプロジェクト「EXPO WORLDs」プロデューサー
株式会社人間 代表取締役、変なプロデューサー

一般社団法人demoexpo 代表理事
大阪まちごと万博共創プラットフォーム 協働プロデューサー

H
ikichi K

outa

H
anaoka

会場とまちをつなげる状況を、
これからのスタンダードに
していきたい

自分だけの
こみゃくをつくる……
実現しなかったアイデアたち

クリエイティブで一揆起こそうぜ！って。（花岡）

会場ではほぼ毎日トークショーが開催され、
様々なクリエイターが議論を交わす他、こ
みゃくの二次創作作家によるイベントも予定
されている。

いちいち言葉が強いよ（引地）
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題

「
お
ぼ
え
て
ろ
よ
」は
文
章
を

Q
R
コ
ー
ド
化
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
や

バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
て
、
袋
と
じ
を
開
け
る
よ
う
な
気
分
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

博
覧
会
マ
ニ
ア

二
神
 敦
さ
ん

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
何
だ
っ
て
出
来
る
時
代
に
、
万
博
な
ん
て
時
代
遅
れ
」と

言
わ
れ
続
け
て
き
た
ハ
ズ
な
の
に
…
　
開
幕
か
ら
日
が
経
つ
に
つ
れ
、
全
期

間
パ
ス
を
買
い
求
め
る
人
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
き
、
心
の
中
で
は「
万
博
沼

へ
い
ら
っ
し
ゃ
～
い
！
」と
つ
ぶ
や
く
日
々
。
自
作
の
ス
タ
ン
プ
帳
を
手
に
、

パ
ビ
リ
オ
ン
を
巡
る
チ
ビ
ッ
子
を
見
か
け
る
と
、「
後
継
者
は
キ
ミ
だ
！
」と
勝

手
に
任
命
。「
ホ
ン
ト
万
博
っ
て
面
白
い
」と
感
じ
る
仲
間
が
増
え
た
20
25
年

の
ア
ツ
い
大
阪
を
、
オ
レ
は
一
生
忘
れ
な
い
。

会
場
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
補
佐

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

忽
那
 裕
樹
さ
ん

国
家
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
と
、
必
ず
大
き
な
企
業
や
団
体
が
従
来
の
や
り
方
で
席
巻
し
て
き
た
が
、
今
回
は
い
ろ
ん
な
事
情
が
重

な
っ
て
、
そ
う
い
う
こ
と
が
な
い
前
代
未
聞
の
状
況
の
中
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち
と
協
働
し
て
、
今
ま
で
と
は
ま
っ
た
く
違
う
や
り

方
で
万
博
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
ほ
ん
と
に
大
き
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
ピ
ン
チ
を
仲
間
と

く
ぐ
り
抜
け
て
、
万
博
を
成
功
に
持
っ
て
こ
れ
た
こ
と
は
絶
対
に
忘
れ
な
い
！

お ぼ え て ろ よ …

ト
イ
レ
5 
設
計
者

米
澤
隆
建
築
設
計
事
務
所

米
澤
 隆
さ
ん O
sa
ka
 M
et
ro

阿
波
座
管
区
駅
 駅
長
代
行

辻
井
 孝
之
さ
ん

万
博
開
催
中
は
、
多
く
の
お
客
さ
ま
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
万
博
へ
向
か

う
お
客
さ
ま
の
ワ
ク
ワ
ク
し
た
表
情
を
見
る
と
、
私
も
嬉
し
く
な
る
と
同
時
に
、
必
ず
安
全

に
帰
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
使
命
感
を
強
く
持
ち
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
、

世
界
各
国
の
方
々
と「
あ
り
が
と
う
」と
言
葉
を
交
わ
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
貴
重
な
経
験
と
な
り
心
に
残
り
ま
し
た
。
忙
し
い
日
々
で
あ
り
ま

し
た
が
、
お
客
さ
ま
の
思
い
出
の
一
部
に
な
れ
た
こ
と
が
、
何
よ
り
も
誇
り
で
す
。

お ぼ え て ろ よ …

バ
ル
ト
館
 パ
ビ
リ
オ
ン
ス
タ
ッ
フ

ア
ル
ト
ゥ
ル
・
ガ
ラ
タ
さ
ん

半
年
間
を
通
し
て
感
じ
た「
人
と
人
の
つ
な
が
り
」の
力
を
忘
れ
た
く
な
い
。
言
語

や
文
化
が
違
っ
て
も
、
笑
顔
と
温
か
い
言
葉
で
通
じ
合
え
る
瞬
間
が
本
当
に
多
く

あ
っ
た
。
日
本
の
方
々
が
ラ
ト
ビ
ア
に
興
味
を
持
ち
、
何
度
も
足
を
運
ん
で
く
れ
た

こ
と
が
心
か
ら
嬉
し
か
っ
た
。
世
界
中
の
人
々
と
出
会
い
、
互
い
を
理
解
し
よ
う
と

す
る
気
持
ち
こ
そ
が
、
万
博
の
本
当
の
価
値
だ
と
感
じ
た
。

岡
本
 栄
理
さ
ん

最
初
は
大
阪
や
関
西
が
元
気
に
な
れ
ば
い
い
な
、
オ
モ
ロ
い
こ
と
が
生
ま
れ
れ
ば
い
い
な
と
や
り
始
め

た
E
X
P
O
酒
場
で
す
が
、
今
や
22
都
道
府
県
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
万
博
か
ら
物
理
的
に
遠
い
の
に
、

な
ん
で
？
と
最
初
は
疑
問
で
い
っ
ぱ
い
に
い
ろ
ん
な
地
域
に
向
き
合
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
そ
こ
に
は
必

ず
変
態
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
い
る
こ
と
が
判
明
。（
笑
）  
み
な
さ
ん
に
言
わ
れ
る
の
は
、「
大
阪
の
オ
モ
ロ
い
！

で
動
け
る
ノ
リ
と
勢
い
が
羨
ま
し
い
、
自
分
の
地
域
に
も
風
を
吹
か
せ
て
欲
し
い
！
」と
い
う
こ
と
。
こ

れ
か
ら
も
大
阪
流
で
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
！

全
国
の
EX
PO
酒
場
リ
ー
ダ
ー

一
般
社
団
de
m
oe
xp
o 
理
事

株
式
会
社
オ
カ
ム
ラ
 W
O
RK
 M
IL
Lコ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

お ぼ え て ろ よ …

は
じ
ま
り
は
夢
と
希
望
で
し
た
。
で
す
が
気
づ
け
ば「
2億
円
ト
イ
レ
」と
い
う
言
葉
と
と
も
事
実
に
基
づ
か
な
い
批
判
や
誹
謗
中
傷
が
拡
散
し
炎
上

の
渦
中
に
。
状
況
に
向
き
合
い
言
葉
を
尽
く
す
う
ち
理
解
者
が
増
え
、
来
場
者
の
応
援
が
波
に
な
っ
た
。
や
が
て「
2億
円
ト
イ
レ
」は
愛
称
へ
反

転
し
名
所
と
な
り
、
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
や
マ
ス
コ
ッ
ト
が
誕
生
し
、
私
は「
動
く
米
澤
パ
ビ
リ
オ
ン
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
。
小
さ
な
声
が
連
な
り
、
逆

風
は
追
い
風
へ
。
嫌
わ
れ
者
か
ら
人
気
者
へ
―
皆
で
起
こ
し
た
万
博
の
奇
跡
の
物
語
を
忘
れ
な
い
で
。
心
か
ら
、
あ
り
が
と
う
。

お ぼ え て ろ よ …



EXPO2025 timelineEXPO2025 timeline

来
場
者
が
2,
02
5万
人
を
超
え
る

9/
6

大
阪
市
が
大
屋
根
リ
ン
グ
の
保
存
を
検
討

9/
11

EX
PO
 ア
テ
ン
ダ
ン
ト
×
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
 ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

人
気
投
票
で
ド
イ
ツ
パ
ビ
リ
オ
ン
の
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
ち
ゃ
ん
が
1位
に

9/
16

閉
幕
ま
で
毎
日
開
催

「
EX
PO
 T
ha
nk
s 
花
火
大
会
」発
表

9/
19

閉
幕
が
迫
り
来
場
予
約
枠
が

10
/1
3ま
で
全
日
程
埋
ま
っ
た
こ
と
を
発
表

9/
19

来
場
者
が
2,
50
0万
人
を
超
え
る

9/
27

nu
ll²
パ
ビ
リ
オ
ン
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

「
ぬ
る
ぬ
る
の
お
引
越
」

23
時
間
で
第
一
目
標
金
額「
1億
円
」を
達
成

10
/1

公
式
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に

「
フ
ィ
ナ
ー
レ
ス
タ
ン
プ
」が
登
場

10
/1

「
ミ
ラ
イ
人
間
洗
濯
機
」の
量
産
化
が
決
定

10
/5

万
博
の
運
営
費
が
23
0億
～
28
0億
円
の

黒
字
見
込
み
に
な
る
こ
と
を

日
本
国
際
博
覧
会
協
会
が
発
表

10
/7

EX
PO
 ホ
ー
ル「
シ
ャ
イ
ン
ハ
ッ
ト
」に
て
閉
会
式

大
阪
・
関
西
万
博
 閉
幕

10
/1
3

2 0 2 5 年 9 月

バ
ル
ト
館
に
集
ま
っ
た
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
グ
ッ
ズ
が
病
院
へ
寄
贈
さ
れ
る

6/
6

藤
崎
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ト
キ

【
エ
ン
ド
レ
ス
で
盆
踊
り
を
し
て
い
る
話
】を
X
に
投
稿

7/
6

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
が
会
場
の
上
空
で
展
示
飛
行

7/
12

コ
モ
ン
ズ
Bの
ス
タ
ッ
フ
が
お
も
し
ろ
く
て
話
題
に
な
る

7中
旬

京
都
dd
dギ
ャ
ラ
リ
ー

「
モ
ダ
ン
・
エ
キ
ス
ポ
・
ポ
ス
タ
ー
ズ
：
グ
ラ
フィ
ッ
ク
で
み
る
現
代
の
万
博
」開
催

連
日
行
列
が
出
る
人
気
に

6/
13

万
博
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ラ
ザ
か
ら

レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌
が
検
出
さ
れ
水
上
シ
ョ
ー
が
中
止
に

6/
4

T
VC
M「
一
生
に
一
度
を
何
度
も
」オ
ン
エ
ア

6/
4

来
場
者
が
1,
00
0万
人
を
超
え
る

6/
29

来
場
者
数
1,
00
0万
人
達
成
記
念
ス
タ
ン
プ
が

期
間
限
定
で
登
場

6/
30

2億
円
ト
イ
レ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
設
立

7/
10

「
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
」の
デ
モ
飛
行
再
開

7/
13

ネ
パ
ー
ル
館
が
開
館
し
全
パ
ビ
リ
オ
ン
が
そ
ろ
う

7/
19

EX
PO
ア
リ
ー
ナ
で「
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
Ⅱ
」披
露

7/
25

盆
踊
り
で
ギ
ネ
ス
記
録
達
成
（
62
か
国
・
39
46
人
）

7/
26

大
阪
市
役
所
前
の
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が

会
場
に
移
設

7/
30

7/
19
か
ら
8/
31
ま
で
毎
日
花
火
を
打
ち
上
げ
る

「
ミ
ニ
花
火
大
会
」を
発
表

7/
11

2 0 2 5 年 6 月

来
場
者
が
1,
50
0万
人
を
超
え
る

8/
6

大
阪
メ
ト
ロ
中
央
線
に
て
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

8/
13

2 0 2 5 年 7 月 2 0 2 5 年 8 月

大
阪
メ
ト
ロ
中
央
線
車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
で

「
い
よ
い
よ
、
夢
洲
で
す
…
」か
ら
始
ま
り

『
こ
の
地
球
の
続
き
を
』が
流
れ
る
演
出
が
始
ま
る

8/
1

2 0 2 5 年 10 月

大
阪
府
立
江
之
子
島
文
化
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー（
en
oc
o）

「
大
阪
・
関
西
万
博
デ
ザ
イ
ン
展
」開
催

10
/1

こ
れ
以
降
の「
わ
す
れ
た
く
な
い
」は
…
W
eb
上
へ
！

10
/?
?

「
ヨ
ヤ
ク
ナ
シ
」ダ
ン
ス
が
バ
ズ
っ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
館
が
突
如
ト
レ
ン
ド
入
り

8/
4

会
場
に
残
っ
た
お
客
さ
ん
が

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

後
に「
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
万
博
」と
呼
ば
れ
る

8/
13

み
な
さ
ん
の「
わ
す
れ
た
く
な
い
」教
え
て
く
だ
さ
い
！

本
当
は
、
閉
幕
し
て
し
ま
う
20
25
年
10
月
13
日
以
降
の「
わ
す
れ
た
く
な
い
」ま
で
記
録
し
て
い
き
た
い
の
で
す
が
、

締
め
切
り
の
あ
る
紙
媒
体
で
は
そ
こ
ま
で
は
残
せ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
期
間
限
定
で
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
を
設
置
し
ま
す
の
で
み
な
さ
ん
の「
わ
す
れ
た
く
な
い
」を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

で
き
る
限
り
左
記
の
W
eb
サ
イ
ト
の
方
へ
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

万
博
G
O
の
人

カ
ッ
キ
ー
さ
ん

万
博
と
と
も
に
成
長
し
た
子
ど
も
達
。
万
博
が
始
ま
っ
た
と
き
は
1歳
だ
っ
た
娘
が

い
つ
の
ま
に
か
2歳
に
な
っ
て
、「
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
」と
言
う
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
の

が
、
今
で
は「
こ
の
地
球
の
続
き
を
」を
熱
唱
し
て
い
る
。
息
子
も
万
博
の
イ
ベ
ン

ト
で
W
A
S
S
Eで
プ
レ
ゼ
ン
を
し
た
こ
と
で
、
少
し
大
人
に
な
っ
た
。
半
年
と
い
う

短
い
よ
う
で
長
い
間
に
子
ど
も
が
成
長
し
て
い
く
の
を
感
じ
た
。

キ
ル
ギ
ス
パ
ビ
リ
オ
ン
ス
タ
ッ
フ

ダ
ー
ナ
さ
ん

パ
キ
ス
タ
ン
パ
ビ
リ
オ
ン
ス
タ
ッ
フ

ア
ル
マ
ン
さ
ん

万
博
で
の
最
も
印
象
深
い
思
い
出
は
、
忙
し
い
父
が
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
遠
路
は
る
ば
る
会
場
ま
で

足
を
運
ん
で
く
れ
た
こ
と
で
す
。
短
い
時
間
で
し
た
が
、
共
に
万
博
を
巡
る
こ
と
が
で
き
、
久
々
に

家
族
と
し
て
の
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
開
幕
時
に
は
母
と
祖
母
が
来
て
く
れ
閉
幕
時
に
は
父
が

来
て
く
れ
た
の
で
大
満
足
で
す
。
パ
キ
ス
タ
ン
館
を
案
内
し
た
後
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
各
国
の
パ
ビ
リ
オ
ン
を
見
学
し
、
大
屋
根

リ
ン
グ
に
登
っ
て
花
火
を
鑑
賞
す
る
な
ど
、
貴
重
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
勤
務
中

に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
同
僚
の
皆
さ
ん
に
も
父
を
紹
介
で
き
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

非
公
式
マ
ッ
プ
作
者

つ
じ
さ
ん

一
般
社
団
法
人
de
m
oe
xp
o

理
事
 副
代
表
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

今
村
 治
世
さ
ん

色
々
あ
る
ん
で
す
が
、「
個
人
の
力
が
す
ご
か
っ
た
」で
す
か
ね
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
、

こ
み
ゃ
く
の
二
次
創
作
、
会
場
内
外
で
た
く
さ
ん
生
ま
れ
た
勝
手
企
画
、
S
N
Sを
通
じ
た
盛
り
上

が
り
。
熱
量
の
あ
る
活
動
が
社
会
を
変
え
て
い
く
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
仕
掛

け
た
み
ん
な
が
H
ER
O
で
し
た
。
そ
し
て
de
m
o!
ex
po
も
本
当
に
多
く
の
仲
間
た
ち
が
奇
跡
的

に
繋
が
っ
て
、
最
高
の
チ
ー
ム
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
信
頼
し
合
え

る
関
係
が
生
ま
れ
た
万
博
に
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
で
す
。

お ぼ え て ろ よ …

EX
PO
は
私
に
と
っ
て
、
成
功
と
貴
重
な
経
験
、
そ
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

の
場
所
で
し
た
。
キ
ル
ギ
ス
の
文
化
を
紹
介
し
、
民
族
舞
踊
を
通
し
て
多
く
の
来

場
者
の
方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
を
応
援
し
て

く
れ
る
フ
ァ
ン
や
仲
間
が
増
え
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
す
♡
文
化
交
流
や
友
情
、
若
者
の
つ
な
が
り
を
通
し
て
、
未

来
へ
の
希
望
を
分
か
ち
合
え
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
い
つ
も
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
C
om
m
on
s 
Aの
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
そ

し
て
EX
PO
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
こ
の
経
験
は
、
私
の
人
生
の
中
で
最
も
大
切
で
、
心
に
残
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
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落
合
陽
一
さ
ん
自
ら
nu
ll²
の
パ
ビ
リ
オ
ン
に
招
い
て
い
た
だ
い
た
一
連
の
こ
と

は
き
っ
と
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
あ
り
得
な
い
よ
う
な
、
言
う

な
れ
ば
不
公
平
な
特
別
扱
い
だ
っ
た
の
に
知
る
限
り
誰
か
ら
も
否
定
的
な
話
は

な
く
、
全
て
の
コ
メ
ン
ト
が
落
合
さ
ん
と
私
へ
の「
あ
り
が
と
う
」だ
っ
た
ん
で

す
。
万
博
の
パ
ビ
リ
オ
ン
巡
り
を
目
的
に
し
た
地
図
を
開
催
当
初
の
4月
に
作
っ

て
か
ら
ず
っ
と
更
新
し
続
け
て
た
ん
で
す
が「
こ
こ
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
に
感
謝

さ
れ
て
た
の
か
…
」と
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
嬉
し
く
て
泣
き
ま
し
た
ね
。



原稿確認のために海外パビリオンを訪ね歩き、汗だくになった真夏。8月の
コモンズで、今日で38回目と教えてくれたおじいさん。「イタリア人たちと一
緒にライブで歌う」という夢が叶ったMATSURIアリーナ。大きな組織でな
く個人の力が集結して育つものがあると実感した半年間。そして海外パビリ
オンでみんなが感じた胸の高鳴りや好奇心が、日常に戻っても波のように
ずっと続くといいな。分断が深まる日々の中で今、そう強く感じている。
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配架先MAP

「夜のパビリオン」プログラムは以下の協賛企業の皆さまの後押しで実現しています

わ
す
れ
た
く
な
い

最終号

万博世代に繋がる元「EXPOST」編集人 竹田徹

開幕1カ月前の朝、大屋根リングの内側に初めて入った時に見た
光景はわすれたくない。茶や白、灰色を基調としたパビリオンた
ちが木造の大屋根に囲まれ、会場全体が落ち着いた雰囲気なの
に驚いた。その日は乳白色の曇り空で、人もほとんどいなかった
ため、余計そう感じたのかもしれない。1970年大阪万博と比べ
「色」がないといわれていたが、持続可能性が求められる今の時
代らしい世界が広がっていた。万博の成功を確信した瞬間だった。

万博世代の海外担当 宮外真理子

「万博には何かしら関われたらいいな。どうせ何か直前の仕事あるでしょ」
と思っていた2025年3月。demo!expoで一緒に何かやらない？というお
誘いを受け、気づけば週に2日は万博、迎賓館も招待されて、パビリオン
も全制覇。万博世代にも全ての巻に関わることができて、自分の仕事の
可能性が広がった半年間。今後はもっと大阪を盛り上げていく軸と万博
と関わり続ける軸とで動きたい。2025大阪・関西万博、本当にありがとう。

万博世代の印刷所 紀之定正一

1970年の大阪万博に刺激された（万博おじさん）を中心に、2022年
4月に万博を勝手に応援する大阪・関西万博応援マガジン
「EXPOST」を制作発行する。まずは「万博って何？」、「EXPO70は
どうだった？」などの記事を書くために万博マニアの方々と友達にな
り、楽しい面白い話をし、次に2025年の万博関係者やパビリオン出
展社のインタビューを行い、非常に面白かったです。子ども達にも
万博面白かったな～、また行きたいな～と思えてもらえば嬉しいです。

万博世代の編集長 山根シボル

誘致活動が心配で大阪府庁の万博誘致推進室に直談判に行った帰
りに大阪府庁ライスを食べたこと、「ロゴを使わないなら自由にでき
るよ」と言われそのとおりにしたこと、肯定派も否定派の意見も聞い
たこと、求められなくても「でもやるしかない」と思ってdemo!expo
を立ち上げたこと、どんな仕事でも真剣に万博の成功とは何かを考
えてきたこと、会場装飾では誰かの「わすれられない瞬間」をつくる
ことを想像し続けたこと。たぶん全員、新しい万博世代になれたこと。

万博世代のデザイナー 桶川真由子

このフリーペーパーのデザインをきっかけに関わった万博。はじめ
て取材で訪れた日は、21時ギリギリまでコモンズを見て周りました。
当時まだ「ヨヤクナシ」で入れたインドネシア館の美しい展示の数々
に目を輝かせた日が、つい昨日のように思えます。この冊子が目に
留まり、興味を持って今回の大阪・関西万博へ訪れた人が一人でも
いたら嬉しいです。本当に終わってしまうのが寂しいですが、私のた
くさんの好奇心を引き出してくれた万博、ありがとう！またね。

万博世代の編集人 笹貫淳子

この半年で一番書いた文字が「万博」。仕事を通して色々な角
度から万博に関わった貴重な経験。さらに二拠点で暮らしてい
る高知県の田舎町の友達夫妻が、ポルトガルレストラン部門を
運営、もう一人の友達は「Better Co-Being」スタッフだったり
と、思わぬ場所で万博仲間がいたのも嬉しかった。未知なる体
験やワクワクのシャワーを浴び続けた半年。少し涼しくなった
夕暮れに大屋根リングを眺めながら飲むビールも格別だった。

万博世代の編集・ライター 小島知世

これで、フリーペーパーとしては最終号ですが
私たちはこれからも“2025年の万博世代”。
わすれたくないことだけ大切にして、
万博後の世界に踏み出しましょう。

（
お
ぼ
え
て
ろ
よ
…
）
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